
 

 生活の決まり 

 服装面 

 

【共通項目】 

○ 通学バッグについて 

・ バッグには手の平程度の大きさまでの目印を一つ付けてもいいです。 

・ 普段は通学バッグで登校します。(サブバック等を一緒に持ってきてもよい) 

・ サブバッグのみの通学は、学校行事等にあわせて伝えます。 

○ 靴下 

・ 白、黒、紺、の単色とします。（ワンポイント可、ライン不可） 

・ ルーズソックスやローソックス（くるぶしが完全に隠れないもの）は不可です。 

 ○ 靴 

・ 保健体育科等で運動ができる、紐付き(ゴム紐不可)又はマジックテープのシューズとします。 

・ 色の指定はありません。 

・ ハイカットシューズ、サンダル等は認めていません。 

 ○ ベルト 

  ・ 冬服・夏服ともにスラックスにはベルトを必ず着用します。（黒、紺の単一色） 

   （縦に二つ穴が開いているような華美なデザイン性があるものは不可） 

○ 防寒着 

・ 手袋・マフラー・ネックウォーマー・カーディガン・ベスト・タイツ(黒)可です。 

・ ジャンパーについては色・形などの指定はありません。 

・ カーディガン・ベスト・タイツ以外の防寒着については、屋内では使用しません。 

・ カーディガン・ベストは黒・濃紺の単色とします。 

・ タイツの色は黒のみとし、模様やデザインが入っていないものとします。 

・ タイツの上には靴下を着用します。 

 

 

【詰め襟を着用する場合】 

＜ 冬服 ＞ 

・ 黒の標準服上・下 

 ☆ 中着を着用する場合は、フードのついた服の着用はできません。 

☆ 色は黒・紺(ネイビー)・灰(グレー)・白などを基本とし、裾
すそ

、袖
そで

、襟
えり

から出ないようにします。 

   ☆ ボタンはすべて留めます。（ボタンの種類は統一） 

＜ 夏服 ＞ 

・ スラックスは黒の標準服または北九州スタンダードとします。 

・ 上着は白の半袖、長袖カッターシャツまたはポロシャツです。 

   ☆ カッターシャツ、ポロシャツの裾はいずれもスラックスの内側に入れます。 

   ☆ アンダーシャツは白・黒・紺でワンポイントまで可です。 

 

 

 



【セーラー服を着用する場合】 

＜ 冬服 ＞ 

・ 紺の標準服。 

   ☆ スカート丈は膝が隠れる程度とします。 

＜ 夏服 ＞ 

・ 上着は白の半袖、長袖カッターシャツまたは丸襟ブラウス、ポロシャツとします。 

☆ アンダーシャツは白・黒・紺でワンポイントまで可です。 

☆ スカート丈は膝が隠れる程度とします。 

 

 

【北九州スタンダードタイプの場合】 

＜ 冬服 ＞ 

  ・ 詰め襟、セーラー服の着用の仕方に準じます。 

☆ 標準服の冬服と交差して着ることは不可です。 

＜ 夏服 ＞ 

・ 詰め襟、セーラー服の着用の仕方に準じます。 

  ☆ 標準服の夏服と交差して着ることは可です。 

（スタンダードタイプのスラックスにカッターシャツなど） 

  ☆ ポロシャツ、カッターシャツ、開襟シャツはいずれもスラックス・スカートの内側に入れます。 

 

 

頭髪面 ～制服に合った自然な髪型を心掛けましょう～ 

 

・ 前髪は、目にかからない長さにしましょう。（目にかかる場合は、ピンでとめます。） 

・ 髪の長さを部分的に短くしたり、長くしたりしません。 

・ 眉やこめかみ等の部分的な剃りはしません。 

・ 整髪料を使ったり、染髪したり、脱色したり、カール、パーマなど手を加えません。 

・ 肩より長い髪は結びます。 

（ピン、ゴム紐は黒、紺、茶色とします。） 

 

☆ 令和５年 10 月現在のきまりです。生活のきまりは随時、検討・見直しをしていきます。 

 


